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１  計画改定の趣旨 

暴力は重大な人権侵害であり 、 誰に対し ても 決し て許さ れるも のではあり ません。 し かし 、

Ｄ Ｖ は、 家庭内など、 外部から はその発見が困難な場において行われるこ と から 、 潜在化し や

すく 、 被害が深刻になり やすいと いう 特性があり ます。 その一方で、 社会全体の問題と は扱わ

れにく く 、 被害者の人権が十分に保護さ れてき たと はいえない状況です。  

Ｄ Ｖ の被害者は、 多く の場合女性です。 こ れは、 性別によっ て固定的に役割を分けて考える

「 固定的性別役割分担意識」 が根強いこ と により 、 経済的・ 社会的な自立が困難な状況に置か

れた女性が、 暴力を 我慢せざるを得ない場合が多いこ と も 、 理由の一つと し て考えら れます。

Ｄ Ｖ は、 女性と 男性がお互いを尊重し 合う 男女共同参画社会を実現するう えで、 大き な妨げと

なり ます。  

県では、 2001 年制定のＤ Ｖ 防止法に基づき 、 2002 年に配偶者暴力相談支援センタ ーを設ける

と と も に、2004 年のＤ Ｖ 防止法の改正を踏まえ、2006 年には「 かながわＤ Ｖ 被害者支援プラ ン」

を策定し まし た。 その後、 2007 年のＤ Ｖ 防止法の改正を踏まえ、 2009 年に「 かながわＤ Ｖ 被害

者支援プラ ン」 を改定し 、 Ｄ Ｖ 被害者の相談や保護、 自立の支援などに取り 組んでき まし た。  

2013 年には、 Ｄ Ｖ 防止法の適用対象を、 生活の本拠を共にする交際相手から の暴力被害者に

ついても 、 配偶者から の暴力被害者に準じ て扱う などの法改正が行われまし た。 こ の改正を踏

まえ、2014 年に計画の名称を「 かながわＤ Ｖ 防止・ 被害者支援プラ ン」（ 以下「 プラ ン」 と いう 。）

に変更すると と も に、 こ れまでの被害者支援の取組みに加え、 Ｄ Ｖ 防止の取組みを 強化する改

定を行いまし た。 し かし ながら 、 Ｄ Ｖ の根絶のためには、 依然と し て様々な課題が残さ れてい

ます。  

こ のため、 県民の皆様などのご意見やご提案、 神奈川における現状と 課題や社会情勢等を踏

まえながら 、 重点目標を定めると と も に、 充実・ 強化が必要なポイ ント に特に重点的に取り 組

むなど、 Ｄ Ｖ 防止と 被害者支援の取組みをさ ら に一層進めるため、 プラ ンを改定し ます。  

 

２  計画の対象地域 

こ の計画は、 神奈川県内全地域を対象と し ています。  

 

３  計画の性格 

( 1)  こ の計画は、 Ｄ Ｖ 防止法第２ 条の３ に規定さ れた、 県における配偶者から の暴力の防止及
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び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画です。

( 2) こ の計画は、 県の総合計画を補完する特定課題に対応し た個別計画です。

( 3) こ の計画は、 男女共同参画社会基本法第 14 条に規定さ れた、 県における男女共同参画社会

の形成を促進する施策についての基本的な計画である「 かながわ男女共同参画推進プラ ン（ 第

４ 次） 」 における、 配偶者等から の暴力防止及び暴力被害者への支援を 重点的に推進するた

めの計画です。

( 4) こ の計画は、 人権が尊重さ れる社会の実現や暴力の根絶をめざし ており 、 2015 年に国連で

採択さ れた「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 」 における 17ある目標の一つである「 ジェ ンダー平等」 と 理念を 共有

するも のです。 今後、 Ｄ Ｖ 防止と 被害者支援の施策に引き 続き 取り 組むこ と により 、 持続可

能な神奈川の実現を図り ます。

４ 計画期間

計画の期間は、 2019 年度から 2023 年度までの５ 年間と し ます。

ただし 、 法改正や国の基本方針の見直し 、 社会情勢の変化に伴い新たに計画に盛り 込むべき

事項が生じ た場合は、 必要に応じ 、 見直すこ と と し ます。

（ *２ ）「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 」：

2015 年９ 月の国連サミ ッ ト で、 全会一致で採択さ れた「 持続可能な開発目標」（ Sust ai nabl e Devel opment  Goal s = Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ ） をいう 。‘ 誰一人取り 残さ ない’ を理念と し 、 先進国を含む国際社会全体の開発目標と し て、 2030 年を期限と す

る包括的な 17 の目標を設定し ている。 17 ある目標のう ち５ 番目が「 ジェ ンダー平等の実現」 で、「 ジェ ンダー平等を達成

し 、 すべての女性及び女児の能力強化を行う 」 こ と を目標に掲げている。

（ *２ ）
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Col umn 
 

● 女性に対する暴力根絶のために ～紫色（ パープル） に込めら れたも の～ 

 
本来、 暴力は、 性別や関係性を問わず、 決し て許さ れるも のではあり ません。 し かし 、 暴力の被害者の多く

が女性であると いう こ と や、 社会的に女性の地位が低い現状などを踏まえて、 国は、「 特に女性に対する暴力に

ついて早急に対応する必要がある」 と し ています（ 2001 年６ 月５ 日「 男女共同参画推進本部決定」）。  

 
女性に対する暴力根絶のシンボルと し て、「 パープルリ ボン」 があり ます。 また、 女性に対する暴力をなく す

ための様々な取組みに、 パープルが使われています。  

毎年 11 月 12 日から 11 月 25 日までの２ 週間は、「 女性に対する暴力をなく す運動」 期間です。 近年、 期間中

に、 パープルリ ボン にちなんで、 建物を紫色にラ イ ト アッ プする「 パープル・ ラ イ ト アッ プ」 が各地で実施さ

れていますが、 こ れは、 女性に対する暴力根絶の願いと 、 被害を受けた方に対する「 ひと り で悩まず、 まずは

相談し てく ださ い。」 と いう メ ッ セージが込めら れています。  

 
暴力は、 ふる われた本人だけでなく 、 それを 目撃し た子ども にも 強く 影響し 、 様々な心身の不調と し て現れ

ます。 大人になっ ても 、 過去の経験がその人を苦し めるこ と が少なく あり ません。 暴力は、 いかなる理由があ

っ ても 絶対に許さ れません。  

 

     （ パープルリ ボン）  （ 女性に対する暴力をなく す運動）  

             

（ 画像は内閣府男女共同参画局Ｈ Ｐ より ）  
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